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The purpose of this study was to investigate emptiness of middle-aged housewives and its factors. Survey respondents 
(N=579) were housewives between 30 and 69 years old, who were members of an internet survey company. Question-
naires about emptiness, personal relationships, family life, and concern about her life were conducted by the Internet. As 
a result, the people in their sixties had lower emptiness than any other younger generations. Besides one of the factors re-
lated emptiness was low degrees of a planning ability for her life. Other factors were the strength of closed nature and 
that of dependence on the others. Also, the survey showed the character of each generations. For example, the people in 























































































































式会社ボーダーズ）に登録している 40 代主婦 301 名（平均年齢 45.18 歳，SD=2.72）にオンラ
インで回答者の属性（年齢・子どもの数・子どもの年齢か結婚年数）とむなしさ尺度（改変版）
の質問紙に回答してもらった。
【結果】むなしさ尺度の質問を上述の 55 項目（M=4.17，SD=1.48）を算出した。40 代主婦に属性
とむなしさ尺度の質問項目を回答してもらった。堤（1994）の尺度が 3 項目だったことから 3








各因子に対し因子負荷量の大きい方から 10 個を採用して 30 項目とした。Cronbach のα係




【目的】40 代から 60 代の既婚女性に予備調査 1 で用いた尺度を用いて対象者の属性によるむな
しさがあるかを調査する。
【方法】予備調査 1 の結果を受けて，むなしさの研究可能性があるのかどうか検討するために世
代を広げて中年期女性 40 代から 60 代の既婚女性を対象として，また属性の質問項目も増や
して行った。
【対象者と手続き】オンライン調査会社に登録している 40 代から 60 代の既婚女性 242 名（平均年
齢 51.99 歳，SD=7.35）にオンラインで回答者の属性と予備調査１で改正した 30 項目のむな
しさ尺度を用いて質問紙に回答してもらった。回答者の属性は，中・高卒，短大・専門学校
卒，大卒以上に分類した学歴，専業主婦，パート・アルバイトに分類した本人の職業，なし，
1 人，2 人，3 人以上に分類した子どもの数，400 万円未満，400 ～ 600 万円，600 ～ 800 万円，
800 万円以上，答えたくないに分類した夫の収入，そして，なし，130 万未満，130 万以上，
答えたくないに分類した本人の収入の 5 つである。
【結果】40 ～ 60 代の既婚女性 242 名に，【対象者と手続き】で記述した属性を用いて 40 代・50 代・
60 代の世代間でむなしさに差があるか分散分析をかけて比較検討した。その結果，世代間・
学歴・夫の収入において 5% 水準において有意差が出た。また，今回対象者のうち 40 代のデー
タを用いて属性によりむなしさに差があるか分散分析をかけた。その結果，学歴と職業（会
社員とパート間）において 5% 水準において有意差があった。
【予備調査 1・2 からの考察】対象者をより幅広い年代とし質問する属性を増やした予備調査 2 を
行った結果，世代間ごとで有意差が出たために中年期主婦のむなしさを研究する可能性があ
ると判断した。そこで，本調査においては広い意味の中年期主婦の発達について検討するた






2013 年 9 月 21 日～ 23 日にオンライン調査会社（株式会社ボーダーズ）に登録されている主婦
およびパート・アルバイトの 30 代から 60 代の既婚女性を調査対象者として質問紙調査を行った。
有効回答は，総計 579 名（平均年齢 49.30 歳，SD ＝ 11.10）である。各年代の人数は，30 代 144 名










どしない・しなかった（1 点）」から「よくする・した（4 点）」の 4 件法を採用した。
（４）成人キャリア成熟尺度に回答してもらった。成人が自分のこれからの人生や生き方，余暇生
活などについて，どの程度成熟した考えを持っているかを測定・評価するものとして，坂柳（1999）
は成人キャリア成熟尺度を作成した。｢人生キャリア｣ ｢職業キャリア｣ ｢余暇キャリア｣ の 3 つ
のキャリア成熟を測定できるが，それぞれ独立に用いることも可能だとしている。各キャリア尺
度はさらに，関心性・自律性・計画性という 3 つの下位尺度にわかれている。本研究では人生キャ
リア成熟尺度を用いた。各 9 項目全 27 項目あるうち，各下位尺度の因子負荷量が高い方から 5






作成した 5 つの下位尺度のうち，｢自己優先｣ を除いた 4 つの下位尺度を本研究では使用した。｢
自己優先｣ を削除したのは，Cronbach のα係数（α＝ .62）がやや低めであるためである。また，
4 つの下位尺度の中でも信頼性の低い項目は除いて，合計 19 項目を使用した。「全くあてはまら













30 代 40 代 50 代 60 代 合計
(N=144) (N=144) (N=144) (N=147) (N=579)
最終学歴 大卒以上 47 31 31 25 134
短大・専門学校 59 52 58 43 212
中・高卒 38 61 55 79 233
職業 専業主婦 110 90 104 133 437
パート・アルバイト 34 54 40 14 142
子どもの数 なし 35 21 16 12 84
ひとり 50 40 25 24 139
2 人 48 64 74 77 263
3 人以上 11 19 29 34 93
夫の年収 400 万円未満 37 36 37 58 168
400 ～ 600 万円 60 44 19 34 157
600 ～ 800 万円 24 30 29 10 93
800 万円以上 9 23 39 14 85
答えたくない 14 11 20 31 76
本人の年収 なし 96 74 88 48 306
130 万円未満 42 61 43 75 221
130 万円以上 2 6 11 17 36













＝ 105.08，SD=28.98）のα係数は .96，第 1 因子「無価値感」（M=37.96，SD=12.06）では .94，第
2 因子「無目的感」（M=39.39，SD=10.22）では .91，第 3 因子「空疎感」（M= 27.73，SD=9.76）で
は .91 であった。
Table 2　むなしさ尺度（中年期女性版）の因子分析結果（主因子法、プロマックス回転）　　　　　 
項目内容 I II III
I. 自己に対する無価値感（α＝ .94）
20. みんなが冷たい目で私を見ているようだ .84 -.28 .21
19. 自分が欠点だらけの人間だと思う .80 .04 -.13
14. 自分はよく仲間外れにされる .77 -.21 .16
24. 人に良く思われていないと感じることがある .77 -.01 .08
25. 自分は価値のない人間だと思う .75 .13 .02
9. 私は何の役にも立たない人間だと思う .68 .20 .03
10. 自分のことをだれも気に留めていないと感じる .61 .13 .13
6. 自分には能力がなく人より劣っているのではないかと感じたことがある .59 .29 -.12
2. 私はみんなより劣っていると思う .54 .31 -.19
16. 私は人よりつまらない人間だと思う .53 .15 .25
8. ふと孤独だと感じることがある .45 -.08 .31
II. 人生の無目的感（α＝ .91）
7. 私は将来に希望を持っている＊ .00 .78 .00
26. これからの人生はバラ色に輝いていると思う＊ .13 .73 -.23
13. 私は可能性に富む人間だと思う＊ .27 .72 -.29
1. 自分は将来の目標がはっきりしている＊ -.21 .72 .09
29. 自分は将来の目標を達成するためなら、努力を惜しまない＊ -.14 .63 .01
28. 私の人生は実に「生き生き」としている＊ .09 .61 .02
12. 自分には将来の夢がない .04 .56 .35
30. 何の目標もなく日々を暮しているような気がする -.07 .51 .44
27. 自分の将来の目標がよくわからない .00 .50 .37
5. 毎日ただ何となく生きている気がする .09 .45 .31
III. 空疎感（α＝ .91）
21. 私には興味の持てることはない .10 -.14 .87
23. 今とくにやりたいことはない -.15 .14 .80
3. ひまな時間ができても何をしていいかわからない -.04 -.09 .69
11. 私にはやって楽しいことはない .17 -.02 .67
15. 毎日が同じことの繰り返しでとても退屈に思える .06 .05 .65
17. 自分のやりたいことがなんなのかはっきりしない -.01 .33 .60
22. 一人で考え事をしていると急に寂しいと思うことがある .35 -.16 .52
18. 一人になるととても寂しくなる .29 -.18 .46
4. 何に対しても意欲がわかないと感じる .14 .30 .38
因子寄与率 48.10 7.39 5.81
因子間相関 I II III




























































因子分析の結果は Table 5 のとおりである。
Table5　対人関係性尺度（改変版）の因子分析結果（最尤法、プロマックス回転）
I II III IV
I. 閉鎖性・防衛性（α＝ .83）
10 私は人に対して心を閉ざしているような気がする .80 -.02 -.07 .01
2 私は人との付き合いに臆病な方である .77 .08 -.12 -.02
4 私は人に対して好意的になれない .67 -.19 .28 .19




.54 .23 -.43 .02
II. 他者受容（α＝ .77）
17 私は人の良いところ、すぐれているところを進んでほめる -.05 .67 .04 -.06
5 私はいつも相手を理解しようと心がけている .02 .66 .07 -.09
16 私はちょっとしたことでも、人に世話をしてあげることが楽しい -.18 .58 .15 .16
1 私は人のことでも、自分のことのように感じることが多い .04 .57 .20 .11
9 私は人の過ちを気持ちよく許せるほうである -.16 .50 .03 -.08
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因子分析の結果は Table 5 のとおりである。
Table5　対人関係性尺度（改変版）の因子分析結果（最尤法、プロマックス回転）
I II III IV
I. 閉鎖性・防衛性（α＝ .83）
10 私は人に対して心を閉ざしているような気がする .80 -.02 -.07 .01
2 私は人との付き合いに臆病な方である .77 .08 -.12 -.02
4 私は人に対して好意的になれない .67 -.19 .28 .19




.54 .23 -.43 .02
II. 他者受容（α＝ .77）
17 私は人の良いところ、すぐれているところを進んでほめる -.05 .67 .04 -.06
5 私はいつも相手を理解しようと心がけている .02 .66 .07 -.09
16 私はちょっとしたことでも、人に世話をしてあげることが楽しい -.18 .58 .15 .16
1 私は人のことでも、自分のことのように感じることが多い .04 .57 .20 .11
9 私は人の過ちを気持ちよく許せるほうである -.16 .50 .03 -.08
12 私は人がどうしてそうしたのかを知ることに関心がある .12 .45 .06 .16
III. ありのままの自己（α＝ .73）




.13 .19 .66 -.14
3 私は人からどう思われようとありのままの自分を生きている .33 .13 .61 -.32
14 私は自分の弱さや欠点をあまり隠そうとはしない -.09 .20 .44 .02
IV. 他者依拠（α＝ .76）
19 私は何かにつけ、すぐに人と比較してしまう .10 .04 -.03 .69
8 私は他人より劣っているか、優れているかを気にしている .16 -.06 .06 .66
13 私は人に自分がどう思われるかということがとても気になる .09 .23 -.34 .53
因子寄与率 22.89 13.78 8.85 4.03
因子間相関 I II III IV
I ― -.22 -.22 .39





価値感｣ ｢無目的感｣ ｢空疎感｣ の間に有意差があるかを検討する。世代間においてむなしさに有
意な差があるか，各世代を独立変数，むなしさの 3 つの下位尺度合計得点を従属変数として 1 要
因 4 水準の分散分析を行った。検定の結果，世代間で有意な差が見られた（F（3,575）=15.33，p
＜ .001）。そこで，Bonferroni 法による多重比較を行った。その結果は，Table6 のとおりである。
この結果から，むなしさの 3 因子すべてにおいて，60 代は他の世代と比べて低いといえる。
また，この他「空疎感」においては 30 代が 40 代と比べて高いといえる。
Table 6　　むなしさの下位尺度得点の比較 
30 代 40 代 50 代 60 代 分散分析結果F(3，575)　ｐ <.001 Bonferroni の多重比較
　無価値感
41.49 39.81 38.91 31.78 30 代，40 代＞ 60 代（p ＜ .001）
12.50 12.22 11.01 10.14 20.26 50 代＞ 60 代（p ＜ .01）
　無目的感
41.28 40.38 39.68 36.29 30 代＞ 60 代（p ＜ .001）
10.53 9.86 9.82 10.05 6.84 40 代＞ 60 代（p ＜ .01）
50 代＞ 60 代（p ＜ .05）
　空疎感
30.78 27.70 28.27 24.23 30 代＞ 60 代（p ＜ .001）
9.61 10.13 9.05 9.18 11.76 30 代＞ 40 代（p ＜ .05）
40 代＞ 60 代（p ＜ .05）








熟を従属変数とした 1 要因 4 水準の分散分析を行った。検定の結果，人生キャリア成熟に有意な
差が見られた（F（3,575）＝ 5.96,p<.001）。そこで，Bonferroni 法による多重比較を行ったところ，
60 代（M=3.54,SD=0.70）は 30 代（M=3.20,SD=0.69）に対して 1% 水準，40 代（M=3.30,SD=0.71）に
対して 5% 水準で有意に高かった。











































β β β β β
学歴a .01 *** .02 -.07 .04 .04
子どもの数b -.07 † -.11 -.15 † -.05 .02
夫の年収c .07 † .05 .16 † .06 -.07
本人の年収d .09 * -.04 .12 .17 .07
パ トー・アルバイトe -.05 .08 .02 -.15 -.09
社会的活動 .20 *** .31 *** .22 * .19 * .16 *
生活に張り .10 .13 -.25 * .04 .29 *
一生懸命 .10 -.02 .08 .27 * -.30 **
夫婦関係 -.02 -.04 -.02 -.10 .06
むなしさ感 -.08 -.10 -.27 * .06 -.02
人生キャリア成熟 .43 *** .40 *** .37 *** .36 ** .48 ***
閉鎖性・防衛性 -.12 -.11 -.08 .00 -.27 **
他者依拠 .02 .06 .07 -.11 .07
他者受容 -.06 -.06 -.13 .08 -.04
ありのまま -.02 -.05 .04 -.05 -.02
世代間ｆ .09 *
R² .46 .50 .48 .46 .58








1＝中 ･ 高卒、2＝短大 ･ 専門学校、3＝大卒以上
1＝なし、2＝1 人、3＝2 人、4＝3 人以上
1＝400 万円未満、2＝400～ 600 万円、3＝600～ 800 万円、4＝800 万円以上
1＝なし、2＝130 万円未満、3＝130 万円以上
1＝専業主婦、2＝パ トー・アルバイト
1＝30 代、2＝40 代、3＝50 代、4＝60 代











β β β β β
学歴a -.10 * -.14 -.18 * -.07 -.07
子どもの数b -.08 † -.04 -.26 ** -.22 * -.17 *
夫の年収c .12 ** .05 .26 ** .04 .06
本人の年収d .03 .04 -.32 ** .18 .19 *
パ トー・アルバイトe .06 .07 .48 *** -.10 -.04
社会的活動 .07 .04 .20 * -.09 .21 **
生活に張り .01 .17 -.19 † -.01 .20
一生懸命 -.11 * -.14 .02 .02 -.37 **
夫婦関係 .02 .01 -.07 .00 .16 *
むなしさ感 .08 -.23 .11 .25 .17
人生キャリア成熟 .45 *** .28 * .50 *** .56 *** .40 **
閉鎖性・防衛性 -.05 -.03 -.02 -.08 -.15
他者依拠 -.08 † .14 -.21 * -.09 -.13
他者受容 -.07 -.04 -.19 * -.01 -.14
ありのまま .15 *** .08 .22 ** .19 * .30 **
世代間ｆ .79 †
R² .30 .31 .44 .32 .51








1＝中 ･ 高卒、2＝短大 ･ 専門学校、3＝大卒以上
1＝なし、2＝1 人、3＝2 人、4＝3 人以上
1＝400 万円未満、2＝400～ 600 万円、3＝600～ 800 万円、4＝800 万円以上
1＝なし、2＝130 万円未満、3＝130 万円以上
1＝専業主婦、2＝パ トー・アルバイト




















































分のやりたいことをすることであった。40 代と 60 代では，共通した要因以外にはなかった。
Table　9　むなしさを目的変数とした重回帰分析結果（ステップワイズ法）
全対象者（N=500） 30 代（N=129） 40 代（N=132） 50 代（N=122） 60 代（N=114）
Step8 β Step6 β Step3 β Step9 β Step3 β
人生キャリア成熟 -.43 *** 人生キャリア成熟 -.46 *** 閉鎖性・防衛性 .47 *** 人生キャリア成熟 -.60 *** 人生キャリア成熟 -.51 ***
閉鎖性・防衛性 .33 *** 閉鎖性・防衛性 .32 *** 人生キャリア成熟 .46 *** 閉鎖性・防衛性 .27 *** 閉鎖性・防衛性 .33 ***
他者依拠 .21 *** 他者依拠 .30 *** 他者依拠 .22 *** 社会的活動 -.13 * 他者依拠 .17 **
夫婦関係 -.11 ** 夫婦関係 -.22 *** 他者受容 .11 *
コスト -.09 ** 子どもの数 -.12 * 夫婦関係 -.13 **
断行 .07 * ありのまま .12 * 他者依拠 .14 **
世代間 -.06 * パ トー -.11 *
生活に張り -.07 * 生活に張り -.10 *
断行 .09 *
F(8,570)=155.28 F(6,137)=46.68 F(3,140)=81.17 F(9,134)=55.06 F(3,143)=78.76





要因 4 水準の分散分析を行った。分析の結果は Table10 のとおりである。
結果から，社会的活動・ボランティア活動・自己向上努力などをしているのは 30 代より 50 代
や 60 代の方が取り組んでいることが読み取れる。逆に，家事・育児をすることで生活に張りが
あるのと，家事・育児を一生懸命に行っているのは 50 代より 30 代の方だと読み取れる。自分の













1.79 2.01 2.08 2.17 30 代 <50 代，60 代
0.72 0.82 0.80 0.86 5.85，p＜ .001
生活に張り
2.69 2.52 2.47 2.56 30 代＞ 50 代
0.73 0.74 0.73 0.73 2.56，p＜ .005
一生懸命
2.85 2.70 2.56 2.65 30 代＞ 50 代
0.71 0.74 0.71 0.76 3.82，p＜ .10
充分な時間
2.42 2.61 2.89 2.95 30 代，40 代 <50 代，60 代
0.88 0.84 0.73 0.83 12.84，p＜ .001
夫婦関係
2.94 2.80 2.75 2.86










30 代と老年期にさしかかるといわれる 60 代も発達的に比較できるように検討した。その結果，
各世代によって 3 因子各々において 60 代だけが他の世代より有意にむなしさが低かった。また，
世代間により 3 因子の強さに有意差が出るかということは，40 代・50 代・60 代の比較に関して
は特徴的なことはなかった。唯一，「空疎感」において 30 代は 40 代よりも有意に強いことが認
められた。





























人生キャリア成熟を考えているかどうかについては，60 代は 30 代や 40 代と比べると有意であっ
た。これは，中年期主婦は，｢自分＝個｣ を確立したい女性が多くなってきているという先行研究
































































えられる。したがって，中年期主婦の精神的健康をむなしさの観点で検討すると 30 代，40 代，
50 代はそれぞれ 60 代に比べると有意に強いのであろう。
６．まとめと今後の課題
本研究では，中年期のむなしさとそれに影響を与える要因を検討した。幅広い意味で 30 代か
ら 60 代までを調査対象者とした。その結果，60 代が他の世代と比較して有意にむなしさが弱かっ
た。また，各世代でむなしさの質を比較しても，30 代が 40 代より「空疎感」が強い以外は異な
ることはなかったことがわかった。人生キャリア成熟も，60 代が他の世代と比較して有意にあ
ることが明らかになった。そして，自分が価値をおいた目標に対して行動をとるかどうかという
ことに，どの世代においても人生キャリア成熟が必ず影響を与えることが示された。また，むな
しさに影響を与える要因としては，どの世代も人生キャリア成熟と他者への閉鎖性・防衛性態度
と他者の考え方の基準を気にするかどうかが明らかになった。従来の中年期女性の精神的健康に
関する研究は GHQ を用いた総合的な観点からであり，本研究は青年期男女を対象の研究で指摘
されていたむなしさの知見を中年期主婦に展開したものと位置付けられる。
本研究の今後の課題は，以下の 3 点である。第一に，調査は先行研究をもとに筆者が要因と思
われるものを用いて質問紙法を採用し，グループを先行研究にならって世代ごととした。少なく
とも，コホートを意識した研究がされるとよかったかもしれない。第二に，質問紙法で調査後，
特別な回答者と思われる人を選別してインタビューをするとよいと思われる。そうすることで詳
細な情報を得られたかもしれない。第三に，インターネットの回答者と，質問紙の回答者との間
に違いが存在するかもしれない。今後は以上の点を踏まえて，検討する余地があると言える。
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